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監護醤聾覇
陸上自衛隊では、 7月中
の実弾射撃をつぎのとお
り行ないます。
実施場所=池田射撃場
実施日程=5日， 6日
8日""'15日， 17日， 18日
24日，...，27日， 29日，...，31日
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口発行所大村市役所口編集人総務課長菊池綱昌口印刷所隆文社印刷所

ρ 

乙
乙
を
と
じ
て
く
だ

ご7

O 

もうすでにたつゆミに入りました。水防は、昔から地

元の人々によって自分たちの郷土を守るために、自発的

な意識によって行なわれてきましたが、現在でもこの水

防の重要性は変っておりません。市でも、消防署でも、

河川の護岸工事、砂防工事、水防くんれんなど行なって

いますが、水害を防ぐにはまだまだ十分とはいえません

そして残念なことにはミ災害は忘れたころに・・・ミではな

く、毎年のように発生していますD

F‘ 

つぎのようなことがらに注意して、もし洪

水が起ったとき、少しでも被害を少なくする

ように努めましょう。

①自分の家のまわりで洪水が起った場合、ど

こからあふれ、どこをとおって川に戻るのか

またどのガケが危いかなどよく調ペておきま

しょう。

②新聞、ラジオ、テレビなどで気象の状況、

天気予報を調べておきましょう。

⑤避難する場所、道順など家族や隣の人と相

談しておきましょう。

④貴重品など必ず持ち出さなければならない

ものは、ひとまとめにしておきましょう。

⑤もしものときに備えて懐中電灯、ロープ、

医薬品も用意しておきましょう O

⑥火の始末も忘れないようにしましょう。

写宴上=雨期を前に、 6月8日、市役所前と内田川で行なわ
れた水防くんれん。

写亘下=水防くんれんを見る市長、議長。

r 

， 



昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和43年6月20日
(2) 大村市政だよ

ーーたすけあいの健康保険一一

り

昭和43年度の国民健康保険税が決定し、納税通

知書を 7月中旬にお手許にお届けする予定です。

本年度は国保税が引上，げられましたが、どうし

て引上げなければならないかを、医療費と保険税

の堆移、国保財政について考えてみましょう。

j国 i
i保 i
iの i
iあ j
り i

iま i
-し i

国
民
健
康
保
険
は
昭
和
十

お
し
ら
せ

県
民
運
動
作
文
募
集

長
崎
国
体
ま
で
あ
と
五
百

日
、
こ
れ
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
る
県
民
総
参
加
大
会
の

行
事
と
し
て
、
県
民
運
動
実

践
の
具
体
的
活
動
を
テ
!
マ

と
し
た
作
文
を
募
集
し
て
い

f也合計繰入金
630万円(2.6%)

その他
1， 615万円(6.6%)

三
年
に
創
設
さ
れ
、
本
年
で

三
十
年
に
な
り
ま
す
。

大
村
市
も
昭
和
二
十
五
年

よ
り
着
々
と
給
付
内
容
の
充

実
を
は
か
り
社
会
保
障
の
一

環
と
し
て
、
被
保
険
者
(
市

民
)
の
健
康
保
持
に
努
力
し

コ
!
ナ

i

ま
す
。

マ
作
文
の
題

私
た
ち
は
県
民
運
動
を

こ
う
や
っ
て
い
る

マ
対
象
と
字
数

小
学
校
三
年
以
下
の
部

四
百
字
程
度

小
学
校
四
年
以
上
の
部

て
き
ま
し
た
。

お
互
の
健
康
を
保
ち
明
る

い
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

ま
ず
健
康
が
源
で
あ
り
、
こ

の
健
康
を
支
え
る
も
の
は
国

保
制
度
で
あ
り
、
保
険
税
で

す
。
も
ち
ろ
ん
保
険
の
財
政

八
百
字
程
度

中
学
生
の
部

千
二
百
字
程
度

高
等
学
校
の
部

千
六
百
字
程
度

一
般
の
部

二
千
字
程
度

※
い
ず
れ
も
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

マ
募
集
締
切

七
月
十
日

、ノ

~ 

は
市
民
み
な
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
ぐ
保
険
税
だ
け
で
な

く
大
部
分
が
国
か
ら
の
補
助

な
ど
で
成
立
っ
て
い
ま
す
。

国
の
補
助
率
も
年
々
改
善
さ

れ
、
昭
和
四
十
二
年
を
例
に

と
り
ま
す
と
、
総
医
療
費
に

マ
送
先
長
崎
市
江
戸
町

2

!

日

長

崎

県

国

体

県

民

運
動
推
進
協
議
会

児
童
、
生
徒
の
場
合
は
各

学
校
で
と
り
ま
と
め
ま
す

一
般
の
方
は
住
所
、
氏
名

年
令
、
性
別
、
職
業
を
名

記
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

市
の
国
体
推
進
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

医療給付費・国庫補助・保険税のうごき

匡亙医療給付1'(

医ヨ国庫補助金

Eコ保

25千万

20千万

占
め
る
保
険
税
の
し
め
る
割

合
は
二
十
六
、
六
パ

i
セ
シ

ト
と
な
っ
て
お
り
残
り
の
七

十
七
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
国

と
市
が
支
出
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
保
の

νス

テ
ム
は
、
相
互
の
た
す
け
あ

い
の
心
と
理
解
あ
る
市
民
の

み
な
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ

ば
運
営
は
で
き
な
い
の
で
す

し
か
し
、
最
近
の
物
価
高

医
療
価
格
の
上
昇
に
よ
り
保

険
税
も
大
巾
に
引
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

i 
4 

(年度).43 42 41 

険

40 39 

15千万

10千万

年度1 者被保数険 1 受数件診総数 I~均人保当り険平税1 ;'均人国当庫り補平助I~均人市当負り担平額

39 24.~68人 74.000件 1.330円 2.203円 3.272円
40 23，484 72.000 1. 963 3.42B 4.15fi 

41 23.230 82.500 1. 963 4.565 6.332 

42 23.S63 92.000 1.907 6.352 7.~05 

見4込3 23.700 97.000 2.750 6.790 9.194 
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み

中
央
公
民
舘
と
図
書

舘
が
玖
島
中
跡
に
移

転い
ま
ま
で
大
村
駅
前
の
大

村
市
民
会
舘
内
に
あ
っ
た
中

央
公
民
舘
と
図
書
舘
が
つ
ぎ

の
場
所
に
移
転
し
ま
し
だ
。

図
書
舘
は
六
月
二
十
六
日

よ
り
開
舘
し
ま
す
。

マ
移
転
場
所
玖
島
中
学
校

旧
大
村
校
舎

公
民
舘
H

鉄
筋
一
階
と

木
造
一
、
二
階

図
書
舘
リ
鉄
筋
二
階

郷
土
資
料
室
H
鉄
筋
三
階

マ
電
話
番
号

〆

中
央
公
民
舘
U
四
三

図
書
舘
1
二
四
五
七

実 施場所 実施月日 実施時間
七

萱瀬出張所 7月5日 9時30分--12時 月
三浦診療所 7月 8日 9時30分--12時 の

鈴田出張所 7月9日 9時30分--12時 母

竹松出張所 7月12日 9時30分--15.30検子
松原出張所 7月15日 9時30分'"12時

幸ロ=会' 

福重出張所 7月16日 9時30分--12時

合
同
交
通
相
談
日
の

開
設

長
崎
県
交
通
事
故
相
談
連

絡
協
議
会
で
は
、
交
通
事
故

被
害
者
救
済
対
策
の
一
環
と

し
て
つ
ぎ
の
と
お
り
相
談
日

を
設
け
て
い
ま
す
。
交
通
事

故
を
う
け
因
っ
て
い
る
方
は

ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

B
V
 

・
マ
相
談
日
と
時
間

毎
月
第
三
金
曜
日
の
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

マ
相
談
場
所

県
庁
別
館
五
階

議
室

第
二
会

(3) 

みんなうけよう

無料結核健康診断
レシトグシ車が巡回して結核健康診断

を行ないます。該当者は、もれなく受診

ーしましょう。

c>受けなければならない人

市内に居住する小学1年生以上のもの

で、つぎのものを除く全員。

(1)小・中・高校など修学年限1年以上の

学校の児童、生徒。

(2)事業所で検診を受けるもの。

ω結核で現在治療中のも の。
じ〉料金いりません。

なお、検診は健康であるなしにか Lわ

らず、受けなければなりません。検診は

いずれの会場でも受診できます。検診は

ボタシやホックのない下着であれば、そ

のま L受診できます。検診はいくらも時

聞がか Lりません。さそいあって受診し

てください。

どうしても、受診できない方は、衛生

課まで連絡してください。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の

新
人
選
手
を
募
集

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事

業
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
競
艇

選
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
応
募
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
、
年
令
十
八
才

以
上
二
十
五
才
未
満
の
男

女
②
視
力
は
一
、

O
以
上
、
体

重
は
五
十
五
キ
ロ
程
度

マ
募
集
締
切
七
月
二
十
日

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

大
村
市
事
業
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

¥ 

J 

4 . 

ぼくらもみがいてくれないと

パイキンの巣になるよ

梅雨どき

期日 | 場 所， !時 間

旭町アパート広場 9.00，，-10.0。
7月1日 旧中央公 民舘 10.30、12.00

水田一区公民舘 13.00"-14.0。
水主町平松酒居前 14.30"-15.30 
松並町農協支所前 9.30"-10.30 

7月2日
昭和通親銀 前 11.00"-'12;0。
辻田町遊園 地 13.00"-'14.0。
新 城 入 口 14.30，，-， 15.30 
上抗出津ハート自動車則 9.:10"-'10.30 

7月3日 杭出津親和会 11.00"-'13.30 
水田二区公民舘 1330-15.30 
池田公民舘 9.30"-'10.30 

7月4日 池田清和国 11.00"-'12.0。
諏訪公民舘 13.30"-'15.30 
諏訪ー区田中商庖前 9.30"-'10.30 

7月5日
乾馬場岩本塗料居前 11.00"-'12.0。
古町五区広場 13.00"-'14.30 
西大村出張所 15.00-16.0。
中央保 育所 9.30"-'10 30 

7月8日
松並町長崎書庖前 11.00，，-，12.0。
市病、伝染病棟横 13.00----14.0。
桜馬場消防庫 14.30-15.30 
協和町九州産業前 9.30"-'10.30 

7月9日
古賀町公民舘 11.00---12.0。
桜馬場八坂神社 13.00"-'14.0。
植松公民舘 14.30，，-15.30 

1;.市¥.

※他の地区の日程は次号でおしらせします。

L訂正J6月10日号で、 腸チフス・パラチフスの予
防接種、の該当者を30才"-'60才としておりまし
たが、 3才"-'60才のあやまりでしたっ訂正します



(4) 

自
動
車
を
買
っ
た
ら

さ
れ
ま
す
。

自
動
車
取
得
税
の
対
象
と

な
る
自
動
車
は
、
自
動
車
税

の
か
か
る
自
動
車
と
軽
自
動

車
税
の
か
か
る
三
輪
以
上
の

軽
自
動
車
で
す
。

課
税
標
準
額
は
自
動
車
の

取
得
価
格
で
す
。

税
率
は
自
動
車
取
得
価
格

の
百
分
の
三
で
す
。
た
だ
し

十
万
円
以
下
は
免
税
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
税
金
は
申
告
納
付
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動

車
を
取
得
し
て
か
ら
十
五
日

以
内
に
陸
運
局
に
申
告
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
赤
い
わ
く
を

印
刷
し
て
あ
る
封
筒
や
は
が

き
が
売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
赤
い
わ
く
の
中
に
大

き
く
て
い
ね
い
に
郵
便
番
号

を
書
い
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
住
所
氏
名
は
従
来

ど
お
り
書
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

郵
便
番
号
は
全
国
の
郵
便

局
に
つ
け
ら
れ
た
番
号
で
す

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
郵
便

局
に
た
ず
ね
ま
し
ょ
う
。

申
告
書
を
出
し
ま
し
ょ
う

り

七
月
一
日
か
ら
自
動
車
取
得
税
実
施

大村市政だよ

郵
便
番
号
を
忘
れ
ず
に

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り

道
路
整
備
財
源
に
あ
て
る
た

め
自
動
車
取
得
税
が
新
し
く

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

七
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
自
動
車
取
得
税
は
、
新
車

中
古
車
を
問
わ
ず
自
動
車
の

取
得
者
に
対
し
、
主
た
る
定

置
場
所
在
の
道
府
県
で
課
税

七
月
一
日
か
ら
郵
便
番
号
制
実
施

七
月
一
日
か
ら
、
み
な
さ

ん
が
差
し
出
す
郵
便
物
に
番

号
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
郵
便
物
の
区
分
け
を
機

械
で
処
理
し
郵
便
の
配
達
を

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
よ
う
と

市
民
の
み
な
さ
ん
協
力
し
て
す
る
。

り
っ
ぱ
な
長
崎
国
体
を
行
な
写
裏
U
国
体
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

う
っ
た
え
る

い
ま
し
ょ
》
フ
。

〔
基
本
方
針
〕
百
八
十
万
県

①
明
朗
で
親
切
な
市
民
。
民
あ
げ
て
総
親
和
の
も
と
に

来
年
長
崎
県
内
で
開
か
れ
②
公
衆
道
徳
を
守
り
、
規
律
善
意
と
愛
情
を
も
っ
て
国
体

る

国

体

を

単

な

る

ス

ポ

ー

ツ

あ

る

市

民

。

に

参

加

し

、

清

新

に

し

て

堅

の
大
会
と
し
て
で
は
な
く
、
③
健
康
で
清
潔
な
市
民
。
実
な
国
体
を
完
遂
す
る
と
と

県
勢
山
飛
躍
的
な
発
展
と
、
④
進
ん
で
奉
仕
す
る
市
民
。
も
に
、
国
体
を
通
じ
て
、
明

新
し
い
県
民
性
を
育
成
す
を
に
な
る
よ
う
に
努
め
あ
い
、
朗
、
積
極
、
創
造
の
気
風
に

契
機
と
す
る
た
め
、
明
る
く
十
万
都
市
を
め
ざ
す
新
興
大
富
む
県
民
性
の
助
長
と
、
県

内
豊
か
な
郷
土
を
つ
く
る
基
盤
村
市
に
ふ
さ
わ
し
い
H

長
崎
勢
の
飛
躍
的
な
伸
長
を
は
か

一
に
し
よ
う
l
。
と
い
う
考
え
国
体
H

が
で
き
る
よ
う
明
る
り
、
も
っ
と
明
る
く
豊
か
な

一
か
ら
そ
の
基
本
方
針
が
決
め
い
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
郷
土
長
崎
県
の
発
展
を
期
す

…

ら

れ

て

い

ま

す

。

く

り

を

推

進

す

る

こ

と

を

決

る

た

め

第

出

回

国

体

を

開

催

市
大
村
市
も
、
昭
和
必
年

7
め
ま
し
た
。

W

月
開
か
れ
た
市
民
運
動
推
進
長
崎
国
体
に
は
つ
ぎ
の
よ

仏

大

会

で

、

う

な

基

本

方

針

が

あ

り

ま

す

③ 
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7
月
1
日
で
行
な
わ
れ
る

統
計
調
査

長
崎
国
体
の
基
本
方
針

7
月

1
日
現
在
で
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
統
計
調
査
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
統
計
以
外

に
は
使
し
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
員
、
が
訪
問
し
た
と
き

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ば
れ
た
一
般
の
世
常
で
す
。

こ
の
調
査
は
調
査
員
が
訪
問

し
て
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
就
職
の
状
況
は
ど
う

か
な
ど
を
お
た
ず
ね
し
ま
す

こ
の
結
果
は
、
経
済
計
画
、

雇
用
、
失
業
対
策
な
ど
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

〔
商
業
統
計
調
査
〕
卸
小

売
業
、
飲
食
屈
を
対
象
と

L

商
居
の
分
布
、
商
業
活
動
の

実
態
を
全
体
的
に
ま
と
め
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

昭和43年6月20日

国

体

で

つ

く

ろ

う

明

る

い

大

村

市

〔
就
業
構
造
基
本
調
査
〕

調
査
対
象
は
一
定
の
率
で
選

4 


